
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２４年７月に「タケ類」

を、幼虫が葉を加害し、加害

された葉が褐変する症状が管

内において多く発生しました。 

 また、農産物としての「タ

ケノコ」に対する影響が、葉

の加害と高温や少雨など異常

気象によるものか判明しておりま

せんが、２０２５年４月末の出荷量

としては、前年の半数程度にとどま

っていおります。 

 ２０２５年１月８日、京都府病害

虫防除所より、「植物防疫法第２９

条第１項に基づく措置（たけのこの 

 

シナチクノメイガに対する防除）」について防除に係る情報が発表されました。 

 ５月下旬に京都府病害虫防除所の誘蛾灯に飛来があり、いよいよ「シナチクノメイガ」

の活動時期に入ると思われます。 

 防除のタイミングなど、まだ生態の不明な点が多く、圃場においての異変や成虫、幼

虫の発生、葉の食害など、こまめに日々確認いただき、異変や気になる点など、ご確認

をお願い申し上げます。 

 異変や食害などありましたら、経済部営農販売課まで情報提供をお願い申し上げます。 
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ＴＡＣ information  

 現在、シナチクノメイガに登録のある農薬はありませんが、植物防疫

法（昭和２５年法律第１５１号）第２９条第１項に基づき都道府県の行

う防疫措置として、タケ類（たけのこを収穫するもの）のシナチクノメ

イガに対する防除には、当面の間、「エスマルク DF」を使用することが

できます。 

 農薬の登録内容（適用病害虫以外の希釈倍数、使用液量、使用回数等）

を遵守することで、出荷停止等、流通に支障が生じることはありません。 

 なお、植物防疫法第２９条第１項に基づく措置が終了した場合には、

文書及び京都府病害虫防除所のホームページ等でお知らせされますの

で、最新の情報を確認してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

力強い挨拶をされた冨阪裕一組合長 


